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　最近は幼児でもスマホやゲームをやっている姿を見か
けます。近年の情報端末は、誰もが簡単に使えるように
作られており、子どもでも使えるようになり、危険な情
報に触れてしまう可能性もあります。内閣府が毎年公表
している、「青少年のインターネットの利用実態調査」
によると、小・中・高校全ての年代で、インターネット
を利用できる機器を持っている人が増えており、小学生
はゲームと動画の視聴、中学生になるとそこにコミュニ
ケーションが入り、高校生になるとSNS（ソーシャルネッ
トワーキングサービス）でのコミュニケーションが多く
なってきます。
　このように時間が増えていくことは、ネット依存の問
題につながります。最近 WHO もネット依存を病気とし
て見ていこうとしています。すでに一部では病気だと考
えて、外来診療を行っている医療機関もあります。
　このネット依存は、視力低下や運動不足、同じ姿勢で
使うことによる腰痛、スマホ首などの影響があります。
また、ゲーム依存の場合、ゲームの中でお金を使うこと
に対して無頓着になり、自分のために使うなら構わない
という変な錯覚に陥ってしまって、最終的には他の友達
のお金を盗んだりしてしまう例があります。
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　ただ、一般的には、依存症はどこかで自分に満足でき
てなかったり、なにか強いストレスがあったり、人に受
け入れられていないと感じているようなところから始ま
るといわれます。ネット依存は、ネットや機器そのもの
に興味があって依存症になっているわけではなく、別の
原因があると考えられます。その状況で、ストレス解消
のための依存というのは、依存によるストレスをまた増
やすだけなので、もし周りにインターネットに依存して
いる人がいた場合は、依存してよいという感覚から早く
抜けだし、依存することで時間を一番失っていることを
知っていただきたいと思います。
　結局、このような問題は、対面での関係性が重要であ
ると感じます。同じ情報を得る場合でも、いつもネット
ばかりを扱うのではなく、図書館で司書の方の助けを借
りながら、書物などからも情報を得る力も身につけてお
きたいところです。
　情報をうまく扱うためには、なぜこの情報がきたのか
ということや、どうすれば相手にうまく伝わるかという
情報の相手に対する「思いやり」を持つことが大切だと
思います。人を大事にする気持ちを持っていれば、イン
ターネットを使っていく上でも困らず依存になる可能性
も減るでしょう。普段の生活の中で、「思いやり」ある
毎日を過ごしたいものだと思います。
（本学心理学部教授）
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